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３．養成カリキュラムの達成状況 

“有機ナノ薄膜形成法の確立及び表示デバイス開発”を目的として下記４項目の開発要素を実

施した． 
A) 真空装置を用いた有機化合物の取扱技術（薄膜作製方法）の習得：色素溶液の真空中直接

噴霧法，色素蒸気輸送法，有機スパッタ法など 
B) 上記A)を用いた光波分流が可能なフレキシブル光導波路の開発 
C) 上記A)を用いた多結晶・非晶質相転移を作動原理とする光記録メディアの開発 

 
当初のカリキュラムでは表示デバイスの基礎となる薄膜作製技術の取得であり、それに関しては色

素蒸気輸送法についての充分な業績に裏付けされている通り、目標は十二分に達成された。新規な

ＥＬ材料に関しても開発しており、材料点でもカリキュラム通りと言えるであろう。欲を言えば、

材料・プロセス以外のプロトタイプ作製が行えれば良かった。 
 
 
４．成果 
４－１．真空装置を用いた有機化合物の取扱技術（薄膜作製方法）の習得：色素溶液の真空中直接

噴霧法，色素蒸気輸送法，有機スパッタ法など 
現在の有機デバイスでは極めて薄い膜をナノメーターオーダで制御する必要がある。特に有機低

分子の場合には結晶性が強いので、高分子薄膜の生成方法であるスピンコート法、キャスト法やブ

レードコーター法では製膜が不可能である。しかしながら、真空プロセスを利用すれば上記の有機

低分子の薄膜を作製することが可能であり、かつナノメーターオーダーの膜厚制御も問題ない。ま

た真空を用いた薄膜作製プロセスは真空蒸着法が主流であり、これ以外の方法は提案されていない。

そこで本カリキュラムの目的の一つとして、真空のプロセスを用いた新たな高分子薄膜もしくは高

分子表面改質法を提案することを挙げる。まず、既存の真空プロセスを用いた方法の収得が必要条

件であるので、真空蒸着装置を用いEL素子などを作製した。次に色素溶液の真空中直接噴霧法（ス

プレー法）、色素蒸気輸送法に展開した。なかでも色素蒸気輸送法は製膜法の範疇には入らないが、

高分子の表面改質法としては潜在的に優れていると考えている。これを用いた成果については下記

に示す。 
 
４－２．上記４－１を用いた光波分流が可能なフレキシブル光導波路の開発 
 光導波路や光ファイバーなどの光伝送媒体は光の時代の根幹をなすパーツであり、多く研究機関

の研究対象となっている。現在これらの作製方法はリアクティブイオンエッチング（ＲＩＥ）など

の半導体プロセスや界面ゲル化重合法などの重合プロセスを介在しているため、より安価・簡便な

作製プロセスが望まれている一方で、比較的高価であるという課題を有していた。そこで光伝送媒

体の作製プロセスに前記に色素蒸気輸送法を適応した。ここでは有機高分子系光ファイバー材料で



あるＰＭＭＡを用いた。すなわちＰＭＭＡロッドの周りに色素蒸気輸送法により、屈折率がＰＭＭ

Ａより低いフッ素系低分子化合物を浸透させることにより、外周部は未浸透の内部よりも屈折率が

低いクラッドとして働き、このフッ素系低分子が浸透したＰＭＭＡロッドは光伝送媒体として機能

することが確認できた。さらに、処理温度と処理時間を変えることによってクラッドの屈折率が制

御可能であることを見出した。 
 
４－３．上記４－１を用いた多結晶・非晶質相転移を作動原理とする光記録メディアの開発 
 多くの高分子材料は非晶質性であり、この非晶質は熱力学的に非平衡状態にあるので、安定な結

晶状態に比べ不安定状態であるといえる。高分子材料の中でもポリカーボネートは安定な非晶質性

を示し、これに基づく優れた透明性を有しており、光学部品やマトリックス材料として広く用いら

れている。私はこの色素蒸気輸送法を用いて、ポリカーボネートを簡単に結晶化させられることを

見出した。 
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